
令和６年１２月１日実施

市内沿岸部一斉津波避難訓練

のお知らせ
今後４０年以内に９０％程度の確率で発生が予想される

「南海トラフ巨大地震」に備える防災対策は極めて重要と

なっています。そこで、杵築市では津波浸水が予想される

行政区を対象にした「市内沿岸部一斉津波避難訓練」を実

施します。

○避難訓練の流れ ※雨天決行

○訓練前日：１１月３０日（土）
①１２時３０分と１８時３０分・・・・ 市から避難訓練実施のお知らせ

（防災ラジオのみ使用）

◎訓練当日：１２月１日（日）
①９時 ・・・・・・・・市から避難訓練実施のお知らせ

（防災ラジオ・屋外スピーカー使用）

②１０時・・・・・・・市から避難訓練開始の緊急放送

（防災ラジオ・屋外スピーカー・緊急速報メールの使用）

③１１時まで・・・・避難完了

訓練では避難場所への到着で避難を完了とします。

④１１時１５分まで・・・防災士（防災士がいない行政区は区長又は役員）が

市に避難者数等を報告

「津波被害の想定と避難する際の注意点」を講話（約３分）

⑤１１時３０分・・・・・市から避難訓練終了の放送

（防災ラジオ・屋外スピーカー使用）

◎ 裏面に今回の避難訓練の趣旨とポイントがあるのでご一読ください。

担当課 杵築市役所危機管理課 防災係 ＴＥＬ：０９７８－６２－１８０２（直通）



今回の避難訓練の３つのポイント！

（１）津波防災マップの確認

避難場所はご家庭にある「ハザードマップ」で１時間以内に避難が可能な

場所か確認してください

想定される津波の高さから海抜８メートル以上が安全とされています。

海抜８メートルラインはハザードマップ上の「黒いライン」です。事前の確認

をお願いします。

（２）避難方法

実際の災害が起こった際の混雑を想定し、原則徒歩で避難をしてください。

ただし、徒歩での避難が難しい高齢者など要配慮者の方の避難について

は地域で話し合って協力し、優先して車で避難できるようにしてください。

赤信号での停止や横断歩道の活用など交通ルールを遵守しましょう。

今回の避難訓練は、避難場所の位置確認とルート確認が主な目的なので、

避難場所の建物内には立ち入りをしないようお願いします。

（３）防犯対策

避難の際には必ず施錠し、訓練に参加してください。

今後４０年以内に９０％程度の確率で発生が予想される「南海トラフ巨大地震」に備

えるための対策は極めて重要となっています。実際に巨大地震が発生した場合は、

杵築市では最大震度６弱の地震が想定されています。また最大４．２６ｍの高さの津

波が１時間２７分、人的被害がでる可能性のあると言われる１ｍの津波は最短で１時

間１３分で到達すると想定されており、いち早く高台へ避難することが命を守る最善策

となります。

そこで、津波浸水が予想される行政区を対象にした「津波避難訓練」を実施します。

実際に避難場所まで避難することにより避難経路と避難場所への到達時間及びハ

ザードマップの確認を行い、地震が発生したとき慌てずに避難できるよう準備をしてお

きましょう。


